
　「
地
方
創
生
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル

２
０
３
０
」（
以
下
、
Ｉ
Ｓ
Ｎ
）
は
、
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
日
本
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
教
育
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
＊
１
）
の
主
要
事
業
の
１
つ
で
、

２
０
３
０
年
の
社
会
に
向
け
た
地
域
課
題

に
、日
本
の
中
高
生
が
海
外
の
中
高
生
や
自

治
体・大
学
な
ど
と
協
働
し
て
取
り
組
む
探

究
学
習
だ
。こ
れ
か
ら
の
社
会
で
求
め
ら
れ

る
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
た
め
の
新
し

い
学
び
の
モ
デ
ル
を
研
究
開
発
し
、そ
の
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と

が
Ｉ
Ｓ
Ｎ
の
大
き
な
目
的
の
１
つ
で
あ
る
。

　
11
年
に
発
足
し
た
震
災
復
興
教
育
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
東
北
ス
ク
ー
ル
」

の
後
継
事
業
と
し
て
、15
年
４
月
に
始
ま
っ

た
第
１
期
で
は
、
東
北
・
福
井
・
和
歌
山
・

広
島
・
隠
岐
島
前
・
高
専
の
６
つ
の
ク
ラ

ス
タ
ー
が
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
課
題
や
地
方

創
生
、
人
材
育
成
な
ど
を
テ
ー
マ
に
探
究

学
習
に
取
り
組
み
、
参
加
校
同
士
や
ク
ラ

ス
タ
ー
間
で
情
報
交
換
や
成
果
の
共
有
を

図
り
、
探
究
学
習
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
し
て
き
た
。
さ
ら
に
、
海
外
８
か
国
の

パ
ー
ト
ナ
ー
ス
ク
ー
ル
と
も
連
携
。
互
い

に
訪
問
し
合
っ
た
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
り
し
て
交
流
し
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
開
催
に
よ
っ
て
、
国
際
協
働
に
よ
る
探

究
学
習
の
あ
り
方
も
見
い
だ
し
て
き
た
。
　

　
約
２
年
間
の
第
１
期
の
活
動
を
第
２
期

で
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
は
、Ｉ
Ｓ
Ｎ
共
同
代
表
を
務
め
る
福
島

大
学
の
三
浦
浩
喜
副
学
長
の
挨
拶
後
、
生

徒
や
学
生
か
ら
第
１
期
の
振
り
返
り
と
第

２
期
に
向
け
た
提
言
が
な
さ
れ
た（
図
１
）。

　
最
初
の
発
表
者
、
和
歌
山
ク
ラ
ス
タ
ー

に
参
加
し
た
和
歌
山
県
立
日
高
高
校
２
年

の
山
本
詩
央
理
さ
ん
は
、
17
年
８
月
、
東

京
で
開
催
さ
れ
た
「
生
徒
国
際
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
７
」
で
の
経

験
に
つ
い
て
語
っ
た
（
写
真
１
）。

　
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
第
１
期
の
集
大
成
と

な
る
国
際
会
議
で
、
海
外
パ
ー
ト
ナ
ー
ス

ク
ー
ル
の
生
徒
60
人
を
含
む
約
２
２
０
人

の
中
高
生
が
集
ま
り
、
各
ク
ラ
ス
タ
ー
の

活
動
報
告
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
そ
の

際
、
和
歌
山
ク
ラ
ス
タ
ー
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｎ
の

取
り
組
み
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
今
後
の
活
動

に
結
び
つ
け
る
「
生
徒
共
同
宣
言
」
を
ま

と
め
る
大
役
を
担
っ
た
。
事
前
に
原
案
を

作
成
し
、各
ク
ラ
ス
タ
ー
か
ら
意
見
を
募
っ

た
が
、
多
種
多
様
の
意
見
を
集
約
す
る
に

「地方創生イノベーションスクール2030第２期（ ISN2.0）
キックオフ シンポジウム」開催

第１期の成果と課題を共有し、地域や
国を超えた探究学習の深化を図る

東日本大震災の発生から７年目となる2018 年３月11日、東京大学情報学環・福武ホールにて、
OECD日本イノベーション教育ネットワーク主催による、

「地方創生イノベーションスクール2030 第２期（ISN2.0）」に向けたシンポジウムが開かれた。
第１期の活動に参加した高校生や活動をサポートした研究者から

第１期の活動報告と第２期に向けた展望が語られたほか、
参加者全員によるディスカッションが行われ、会場全体が主体的・対話的な学びの場となった。

＊１　国際連携で教育研究を行う産学コンソーシアム。本誌2015年 6月号 P.46～ 49にて、発足記念シンポジウムをリポートしています。

高
校
生
ら
が
発
表
し
、
第
１
期
の

成
果
と
第
２
期
の
展
望
を
共
有

泣
き
な
が
ら
も
意
見
を
集
約
し
、

共
同
宣
言
を
完
成
さ
せ
た
達
成
感
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は
想
像
以
上
の
苦
労
が
あ
り
、
涙
を
流
す

こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
う
し
た
中
で
、

仲
間
と
励
ま
し
合
い
、
担
当
教
師
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
を
得
な
が
ら
何
度
も
書
き
直
し
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
当
日
に
出
た
意
見
も
集
約
し

て
宣
言
文
を
完
成
さ
せ
た
。
そ
の
後
、
フ

ラ
ン
ス
・
パ
リ
に
あ
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
本
部
を

訪
問
し
、「
生
徒
共
同
宣
言
」
を
中
心
に
活

動
報
告
を
行
っ
た
。そ
れ
ら
の
経
験
を
踏
ま

え
て
、山
本
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　「『
生
徒
共
同
宣
言
』
の
作
成
や
パ
リ
訪

問
で
は
、
今
ま
で
感
じ
た
こ
と
の
な
い
よ

う
な
達
成
感
を
得
る
と
と
も
に
、
多
く
の

課
題
も
見
え
て
き
ま
し
た
。
海
外
の
生
徒

と
の
討
論
で
は
英
語
力
不
足
か
ら
自
分
の

考
え
を
伝
え
ら
れ
な
い
も
ど
か
し
さ
や
ふ

が
い
な
さ
を
味
わ
い
、
高
校
生
で
も
母
語

並
み
に
英
語
を
話
せ
る
必
要
性
を
痛
感
し

ま
し
た
。
ま
た
、
多
様
な
人
た
ち
と
話
し

合
う
中
で
、２
０
３
０
年
の
世
界
で
は
様
々

な
課
題
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
、
地
域
や

世
界
の
人
々
と
熟
議
し
、
と
も
に
行
動
に

移
す
力
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
の

た
め
に
、
人
と
人
を
つ
な
ぐ
力
、
異
な
る

意
見
を
ま
と
め
る
力
、
協
働
し
て
課
題
に

取
り
組
む
力
を
高
め
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
そ
し
て
、
第
２
期
へ
の
提
言
と
し
て
、

「『
生
徒
共
同
宣
言
』
に
込
め
ら
れ
た
思
い

を
広
め
、
多
く
の
人
々
が
目
標
に
向
か
っ

て
い
く
こ
と
に
価
値
が
あ
り
ま
す
。
生
徒

中
心
の
学
び
の
場
を
多
く
持
ち
、
挑
戦
し
、

失
敗
と
成
功
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
と
も

に
変
革
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
私
た
ち
は

単
な
る
傍
観
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
世
界

を
つ
く
っ
て
い
く
主
人
公
な
の
で
す
」
と

会
場
に
呼
び
か
け
た
。

開会挨拶
　ＩＳＮ共同代表、福島大学理事・副学長　三浦浩喜氏

ＩＳＮ第１期の経験とＩＳＮ第２期に向けての提言
　和歌山クラスター 和歌山県立日高高校２年　山本詩央理さん
 和歌山県立田辺高校３年　宮﨑理央さん
 和歌山県立田辺高校教諭　和田充可氏
　和歌山クラスターローカルリサーチャー　
 関西学院大学高等教育推進センター講師　時任隼平氏
　エンパワーメントパートナー　
 東北スクールＯＧ／上智大学２年　草野みらいさん

ＩＳＮ第２期のねらいと期待される成果
　ＩＳＮ研究代表、東京大学教授　秋田喜代美氏

講演１ OECD2030 年の教育プロジェクト　
未来志向のカリキュラムデザイン　OECD 諸国と考える

　OECD教育スキル局初等中等学校教育課シニア政策アナリスト　田熊美保氏

講演２ 国際的なコンテクストから見る日本の教育課程
　文部科学省初等中等教育局教育課程課教育課程企画室長　白井俊氏

OECD Education 2030 プロジェクトワーク（ディスカッション）

閉会挨拶
　ＩＳＮ共同代表、東京大学公共政策大学院教授　鈴木寛氏

　
和
歌
山
県
立
田
辺
高
校
３
年
の
宮
﨑
理

央
さ
ん
は
、
和
歌
山
ク
ラ
ス
タ
ー
で
の
活

動
で
経
験
し
た
葛
藤
に
つ
い
て
語
っ
た（
写

真
２
）。
同
校
で
は
、「
熊
野
の
地
か
ら
世

界
を
見
つ
め
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
地
域
住

民
と
地
域
在
住
の
外
国
人
が
と
も
に
楽
し

め
る
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
外
国
人
観

光
客
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
行
っ
た
。

活
動
中
は
、
メ
ン
バ
ー
間
の
活
動
へ
の
意

識
の
差
か
ら
意
思
疎
通
が
う
ま
く
図
れ
な

か
っ
た
り
、
熱
心
に
取
り
組
む
生
徒
が
自

身
の
努
力
が
正
当
に
評
価
さ
れ
て
い
な
い

と
い
っ
た
不
満
を
抱
え
た
り
す
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
ま
た
、
参
加
校
の
所
在
地
が
互

い
に
遠
く
離
れ
て
い
る
た
め
、
情
報
を
共

有
す
る
難
し
さ
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　
今
後
は
Ｏ
Ｇ
と
し
て
活
動
に
か
か
わ
る

と
い
う
宮
﨑
さ
ん
は
、
自
身
の
経
験
を
踏

ま
え
、
第
２
期
へ
の
期
待
を
こ
う
語
っ
た
。

　「
第
２
期
の
活
動
に
お
い
て
も
、
た
く
さ

ん
の
葛
藤
が
生
ま
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
う

し
た
中
で
メ
ン
バ
ー
全
員
が
本
気
で
か
か

わ
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
周
囲
の
大
人
や

大
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。
私
は

こ
の
活
動
を
通
し
て
培
っ
た
、
人
を
巻
き

込
む
力
を
発
揮
し
、メ
ン
バ
ー
同
士
が
し
っ

図１ シンポジウム　プログラム

写真１　「生徒国際イノ
ベーションフォーラム
2017」で発表された「生
徒共同宣言」の作成に携
わった和歌山県立日高高
校の山本さんは、様々な
人の思いを１つの文章に
まとめるのは苦しかった
が、大きな経験になった
と語った。

写真２　和歌山クラス
ターでは、「和歌山発地
方創生」を共通テーマに、
県立高校５校が各校独自
の課題を掲げて、探究学
習を行った。田辺高校の
宮﨑さんは、地域の名所・
熊野の魅力を発信する活
動を行う中で得た自身の
成長と今後の課題を語っ
た。

葛
藤
し
な
が
ら
も
協
働
し
た

経
験
を
次
に
生
か
し
た
い

＊プロフィールは 2018 年 3 月時点のものです
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か
り
意
思
疎
通
を
図
れ
る
よ
う
、
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　
次
に
、
Ｉ
Ｓ
Ｎ
研
究
代
表
の
秋
田
喜
代

美
東
京
大
学
教
授
が
、
第
２
期
で
の
新
し

い
挑
戦
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　
Ｉ
Ｓ
Ｎ
の
目
的
の
１
つ
に
は
、
新
し
い

地
域
・
国
・
世
界
を
築
く
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー

を
育
成
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
あ
り
方
の

探
究
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
実
現
に

向
け
、
第
２
期
で
は
、「
生
徒
共
同
宣
言
」

の
実
現
、
各
教
科
の
「
見
方
・
考
え
方
」

の
育
成
を
通
し
た
創
造
性
を
高
め
る
方
策

の
具
体
化
、
生
徒
・
教
師
・
大
学
生
・
研

究
者
や
地
域
を
超
え
た
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
い

う
。
そ
の
際
に
大
切
な
視
点
と
し
て
、
地

域
や
異
年
齢
の
協
働
活
動
を
挙
げ
た
。

　「『
生
徒
国
際
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー

ラ
ム
２
０
１
７
』
に
参
加
し
た
中
学
３
年

生
が
、
そ
の
活
動
報
告
会
で
後
輩
に
対
し

て
、『
自
分
た
ち
の
課
題
研
究
に
は
、
他
者

の
幸
せ
の
た
め
と
い
う
視
点
が
な
か
っ
た
。

私
た
ち
も
高
校
生
を
見
習
い
、
社
会
貢
献

を
意
識
し
た
探
究
活
動
を
目
指
そ
う
』
と

述
べ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
学
校
種
を
超
え

た
交
流
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
た
気
づ

き
だ
と
言
え
ま
す
。
校
内
の
活
動
だ
け
で

は
得
ら
れ
な
い
体
験
が
Ｉ
Ｓ
Ｎ
に
は
あ
り
、

そ
れ
を
も
っ
と
推
進
し
て
い
く
べ
き
で
す
」

　
今
後
は
、
共
通
の
課
題
を
地
域
間
で
共

有
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
も
活
用
し
な
が
ら
、
地
域

や
学
校
種
を
超
え
て
協
働
で
探
究
す
る
方

法
を
模
索
し
て
い
く
。

　
評
価
法
の
さ
ら
な
る
開
発
も
、
重
要
な

課
題
だ
。
秋
田
教
授
は
、東
北
ク
ラ
ス
タ
ー

に
お
け
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
活
用
を
例
に

挙
げ
、「
事
前
・
事
後
の
追
跡
調
査
に
加
え

て
、
生
徒
自
身
が
学
び
の
変
化
を
認
識
で

き
る
よ
う
な
評
価
法
を
考
え
て
い
き
た
い
」

と
展
望
を
語
っ
た
。

　
続
い
て
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
、
並
び
に
文
部
科

学
省
の
担
当
官
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
シ
ニ
ア
政
策
ア
ナ
リ
ス
ト
・

田
熊
美
保
氏
か
ら
は
、
未
来
志
向
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
ラ
ー
ニ
ン
グ
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
２
０
３
０
」
が
生
ま
れ
た
背
景
と
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
重
視
す
る
キ
ー
・
コ
ン
セ
プ

ト
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
背
景
に
あ
る
の
は
、

11
〜
15
年
に
起
き
た
世
界
の
変

化
だ
。
急
速
な
技
術
革
新
の
影

響
で
、
今
後
の
社
会
で
求
め
ら

れ
る
ス
キ
ル
が
大
き
く
変
わ
る

と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
簡
単
な

作
業
や
ル
ー
テ
ィ
ン
化
で
き
る

も
の
は
自
動
化
・
外
注
化
さ
れ

る
一
方
で
、
創
造
性
が
必
要
な

仕
事
や
対
人
的
・
分
析
的
な
仕

事
は
人
が
行
う
も
の
と
し
て
残

る
と
み
ら
れ
て
い
る
。そ
し
て
、

環
境
問
題
や
少
子
高
齢
化
、
所

得
格
差
、
女
性
の
社
会
参
画
な

ど
の
課
題
も
山
積
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
に
社
会
が
複
雑
化
す

る
中
、
学
校
で
育
成
を
目
指
す

資
質
・
能
力
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
キ
ー
・
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
再
定
義
が
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ね
ら
い
だ
。

　
同
時
に
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
分
析
を
始
め
た
背
景
の
１
つ
に
、

東
北
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

実
践
、
並
び
に
日
本
の
教
育
課
程
改
革
の

事
例
が
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
政
策
委
員
会
で
紹
介

さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。東
北
ス
ク
ー

ル
が
各
国
の
共
感
を
得
た
理
由
は
、
テ
ー

マ
に
普
遍
性
が
あ
っ
た
こ
と
、
何
よ
り
も

学
校
の
意
義
を
再
確
認
で
き
た
こ
と
だ
と
、

田
熊
氏
は
語
る
。

　「
東
日
本
大
震
災
後
、
子
ど
も
た
ち
の
心

が
上
向
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
学

校
が
再
開
さ
れ
、
友
だ
ち
の
顔
を
見
た
こ

と
で
し
た
。
学
校
は
勉
強
を
す
る
だ
け
の

場
所
で
は
な
く
、
人
間
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
築
く
場
所
で
あ
る
こ
と
が
再
認

識
さ
れ
ま
し
た
。
折
し
も
、
各
国
で
は
カ

図２ OECDラーニングフレームワーク 2030

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
重
視
す
る

「
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
」
の
概
念

第
２
期
で
の
新
た
な
挑
戦
は

協
働
活
動
と
評
価
法
の
開
発

＊ OECD のホームページ「The OECD Learning Compass」をそのまま掲載
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リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
と
、
少
子
化
に
よ
る
学

校
の
統
廃
合
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

各
国
共
通
の
課
題
で
あ
る
な
ら
、
と
も
に

学
び
た
い
と
い
う
声
が
高
ま
り
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
を
中
心
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
分
析
が

始
ま
っ
た
の
で
す
」

　
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
、
元
々
、
経
済
成
長
を
示

す
指
標
と
し
て
仕
事
・
収
入
・
住
ま
い
な

ど
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
中
心
に
収
集
し
て

い
た
が
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
自
体
が
「
成
長
の
再

定
義
」
を
し
、「
経
済
成
長
か
ら
包
括
的
成

長
」
を
目
指
し
、
ウ
ェ
ル
・
ビ
ー
イ
ン
グ
・

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
打
ち
出
し
た
。
現
在
、

経
済
成
長
以
外
の
指
標
と
し
て
、
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
参
画
、
幸
福
度
な
ど
11

の
指
標
で
ウ
ェ
ル
・
ビ
ー
イ
ン
グ
（
よ
り

よ
い
社
会
指
標
）
を
測
っ
て
い
る
。
そ
れ

ら
の
指
標
に
表
さ
れ
る
よ
り
よ
い
社
会
を

子
ど
も
た
ち
が
新
た
に
創
り
出
す
た
め
に

必
要
な
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
明
確
に
し
よ

う
と
、「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
ラ
ー
ニ
ン
グ
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
２
０
３
０
」（
図
２
）
を
考
案
中
だ
。

　
そ
し
て
、
そ
の
中
で
も
重
視
す
る
の
が
、

「
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

他
者
が
決
め
た
こ
と
に
従
う
の
で
は
な
く
、

自
ら
の
意
志
で
行
動
す
る
こ
と
を
示
し
た

概
念
だ
。
よ
り
よ
い
社
会
を
築
く
た
め
の

変
化
を
起
こ
す
主
体
と
い
っ
た
意
味
だ
が
、

原
語
（
英
語
）
の
コ
ン
セ
プ
ト
自
体
、
時

代
と
と
も
に
、
ま
た
地
域
性
も
加
わ
り
、

そ
の
解
釈
が
変
化
し
て
い
る
た
め
、
現
在

の
と
こ
ろ
適
切
な
日
本
語
は
な
い
と
い
う
。

そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
沿
っ
た
学
習
活
動
や

評
価
の
あ
り
方
を
、
現
在
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
で
分

析
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
の
白
井

俊
氏
か
ら
は
、「
国
際
的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト

か
ら
見
る
日
本
の
教
育
課
程
」と
題
し
た
講

演
が
行
わ
れ
た
。
教
育
の
国
際
動
向
と
Ｐ

Ｉ
Ｓ
Ａ
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
日
本
の
学
習
指

導
要
領
改
訂
の
歴
史
、
次
期
学
習
指
導
要

領
で
明
確
化
さ
れ
た
「
資
質
・
能
力
」
と

諸
外
国
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
と
の
比
較
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
重
要
性
な

ど
が
語
ら
れ
た
（
本
誌
Ｐ
．４
〜
５
参
照
）。

　
講
演
後
は
、参
加
者
全
員
で
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
テ
ー
マ
は
、
田
熊
氏

の
講
演
で
語
ら
れ
た
「
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
」

と
、
次
期
学
習
指
導
要
領
で
重
視
さ
れ
て

い
る
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
を

そ
れ
ぞ
れ
適
切
な
日
本
語
に
訳
す
こ
と
だ
。

参
加
者
約
90
人
が
４
〜
５
人
ず
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
話
し
合
っ
た
。

　
参
加
者
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
ラ
ー
ニ
ン
グ
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
日
本
の
次
期
学
習
指
導

要
領
を
見
比
べ
な
が
ら
、「
エ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー
は
も
っ
と
幅
広
い
概
念
で
は
な
い
か
」

「
階
層
的
に
積
み
上
げ
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
で

ア
イ
デ
ア
を
並
べ
て
み
よ
う
」
な
ど
と
、

積
極
的
に
意
見
を
述
べ
合
っ
て
い
た
（
写

真
３
）。
自
身
の
指
導
経
験
や
見
聞
を
踏
ま

え
て
活
発
に
語
り
合
い
、
色
分
け
し
た
付ふ

箋せ
ん

に
ア
イ
デ
ア
を
書
い
て
、模
造
紙
に
貼
っ

て
い
っ
た
（
写
真
４
）。

　
約
30
分
間
の
活
動
後
、
付
箋
が
貼
ら
れ

た
模
造
紙
を
俯
瞰
し
て
、
総
括
が
行
わ
れ

た
。「
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
」で
は
、「
変
わ
る
」

「
主
人
公
」「
巻
き
込
む
」「
発
信
す
る
」「
共

有
す
る
」
と
い
っ
た
言
葉
が
見
ら
れ
、
お

お
む
ね
「
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
」
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
で
共
通
し
て
い
た
。
一
方
、

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
は
、「
頭

を
ぐ
る
ぐ
る
回
転
さ
せ
な
が
ら
学
ぶ
」「
対

話
」「
生
き
た
学
び
」「
社
会
と
の
つ
な
が
り
」

と
い
っ
た
訳
語
が
出
さ
れ
て
い
た
。

　
最
後
に
、
Ｉ
Ｓ
Ｎ
共
同
代
表
の
鈴
木
寛

東
京
大
学
教
授
が
次
の
よ
う
に
語
り
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
閉
幕
し
た
。

　「
Ｉ
Ｓ
Ｎ
の
取
り
組
み
は
、
日
本
国
内
だ

け
で
完
結
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
か
ら
世
界
へ
発
信
し
、
２
０
３
０
年

に
は
世
界
中
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
我
々
研
究
者
や
現
場
の
先
生
方
自

身
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ナ
ー
と
な
っ
て

ト
ラ
イ
・
ア
ン
ド
・
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
し
、

そ
こ
で
得
た
経
験
や
知
恵
を
共
有
し
な
が

ら
困
難
を
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

写真３　日頃から授業などでグループワークを実践してい
るからか、プロジェクトワークでは、課題が示されると、近
くの席の者同士でさっと輪になり、話し合いを始めていた。

写真４　「エージェンシー」の訳語は、黄色の付箋に書き、
模造紙に貼っていく。それぞれの解釈を共有することで、
「エージェンシー」への理解が深まっていった。

「地方創生イノベーションスクール2030第2期（ISN2.0）キックオフ シンポジウム」開催

「
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
」
と
は
何
か

参
加
者
全
員
が
語
り
合
う
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